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　私は今、国際基督教大学に在学しています。ロー

タリーのフェローとして、今日はポリオのことに

ついてお話をさせていただきたいと思います。

　ポリオはほとんど撲滅されたと言われますが、

アジア、アフリカ、中東の国ではまだ５歳以下の

子供たちに散見されます。根源にあるのは社会

の不衛生、さらにその元は貧困が原因とされて

おります。私はこのポリオ撲滅キャンペーンに過

去２年間、関係していますが、ともかく病気の初

期のアプローチが非常に大切だと思います。ポ

リオ菌が体に入ると脳に入って呼吸障害を起こし、

死にいたる病気です。ロータリー・クラブは１９８５

年から８８年に亘ってポリオの大撲滅キャンペー

ンを行いました。そのキャンペーンで託された

お金は、そのオペレーションに多大な貢献をして

います。歴史的にもポリオは世界的な困難な病

気です。１９８５年にはポリオはまだ世界の１２５ヶ

国で３５万人以上罹患していました。

　来週行われるポートフォリオのイベントではい

ろいろな団体がサポートしてくださるということ

です。ロータリー・クラブのこの問題に対するサポー

トは世界的に大きな寄与をしていると、私は確信

しています。ロータリー・クラブが主体となって、

それぞれの政府やいろんな団体に呼び掛けをし

ました。その一番顕著なところは、マイクロソフ

トのビル・ゲイツさんのファンドにもそのお話を

させていただいたことです。日本のロータリア

ンの皆さんは、まさにポリオのこの私のプログラ

ムのためにインドに来てくださいました。私は非

常に感激し、感銘を受け

ております。

　私がよく聞かれるのは、

いろんな病気があるのに、

なぜあなたはポリオに

執着するのかという質

問です。とにかく一つで

もこの世から問題を根

絶しないと、その次の問題に向かって行けない。

そんな気持ちで私は活動しています。衛生の問題、

貧困の問題があるところにポリオは存在してい

ます。そのポリオに立ち向かうことで、社会衛生、

公衆衛生の問題を改善していく一助になればと

いう思いで、私は活動を続けております。ニュー

デリーの一番大きなスラム地域には約２万人の人々

が居住しています。水の供給がなく、各家庭あた

り桶二つの水を政府が支給しています。もちろ

んそれだけでは足りないので、樋の水をリサイク

ルして使ったりしています。ここの子どもたちは

非常に貧しいところに生まれておりますが、たま

たまそういう環境のもとに生まれてしまっただけ

で、決して彼らの責任ではないわけです。

　この１年、インドでポリオの発症がありませんで

した。これは歴史上初めてのことです。あと３年

様子を見て、本当に発症がなければ撲滅宣言が

出されるかという状況です。今年４月、また大阪

や東京のロータリアンと一緒に行ってその日を

迎えたいと思っています。ロータリーピースフェロー

の皆様、ありがとうございました。
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